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シンポジウムの概要 

1. シンポジウムの名称 和文名：小児がん公開国際シンポジウム2008 

    英文名：2008 International Open Symposium on Childhood Cancer Survivorship 
   
2. 開催期日   2008年5月24日（土）13:30～16:30 ※開場13:00 
 
3. 開催場所   幕張メッセ 2F 国際会議場 
 

4. テーマ   『地球規模の小児がんケアとキュア  
         未来への架け橋：先進国・途上国の治療現状と小児がん経験者たちの声』   
  
5. 入場   無料 

 

6. 主催   小児がん公開国際シンポジウム2008実行委員会 
 
7. 後援（申請中も含む） 厚生労働省、文部科学省、外務省、千葉県、 
    各国大使館（シンポジストの国々）、 
    第 13 回国際神経芽腫学会（ANR2008）、日本小児がん学会、 
    日本小児血液学会、日本小児科学会、日本小児外科学会、 
    日本小児がん看護研究会、国際小児がん学会（SIOP）、 
    国際小児がん親の会（ICCCPO）他 
 
8. 協力団体   NPO法人アジア・チャイルドケア・リーグ、 
    財団法人がんの子供を守る会、菜の花会、 
    小児がんネットワーク M N

みんな なかま

プロジェクト 
  
 
9. 協賛団体（募集中） 一般企業  
 

 
 
 

  
 小児がんは医学の進歩により治癒率が向上し、小児がんを経験した人たちが多く存在し
ています。そして、ライフサイクルに関する問題（復学・進学・就職・結婚・出産・子育
てなど）、治癒後の合併症、こころの問題など様々な課題や問題があることもわかってき
ました。この課題や問題を小児がん経験者自らが解決していくために、関係する支援者の
サポートシステムの構築と、小児がんに対する社会の理解が重要となってきました。 
 また、途上国では、小児がんの治療について、治癒率の向上を含め、多くの課題を抱え
ています。 
 つきましては、医師らによる途上国の現状、そして小児がん患児・経験者の実情、相互
支援としての全国小児がん経験者グループ紹介、海外小児がん経験者の方たちとの問題共
有と交流を目的に地球規模の小児がんケアとキュアを目指し、シンポジウムを企画いたし
ました。医師や看護師をはじめとする小児がん関係者に加え、多くの一般の方々に参加い
ただき、小児がんに対する理解と支援を得ることを期待しています。 

 
小児がん公開国際シンポジウム 2008開催にあたり 
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10. シンポジウムの性格 
 小児がん患児・ご家族、経験者、医療・看護・教育・福祉・保健関係者をはじめ、 
 一般市民の皆さま多くの方の理解と支援を得るため、公開シンポジウムとします。 
  

11. プログラム 
 13:00 開場  

 13:30 開会  ご挨拶 
・ ドクターからのメッセージ「小児がんの歩みと治療最前線」（ドイツ） 

・ アジアの国々の治療現状（インド・ベトナム） 
・ 未来への架け橋： 
  諸外国のサバイバーの活動 （フィンランド・カナダ・フィリピン・日本） 
・ ディスカッション 
・ 「明るい未来に向けて：地球規模の小児がんのケアとキュアについて」 

  ※会場内または会場外にてﾁｬﾘﾃｨｰｸﾞｯｽﾞ・書籍販売、ポスター展示他を予定 
  ※講演者および内容は変更する場合がございます。 
  16:30  閉会 

 

12. シンポジウムの使用言語 
 英語および日本語（シンポジウムはすべて同時通訳とします。）  

13. 組織 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. 連絡事務局 
 小児がん公開国際シンポジウム 2008 実行委員会事務局 

 〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町 1-36-9-601 

 NPO 法人 アジア・チャイルドケア・リーグ内 

 TEL：03-3663-1369  FAX：03-3663-2369  E-mail：accl@accl.jp  

 ウェブサイト：http://www.accl.jp/2008IOSCCS 
 

  

 
※50 音順敬称略 

 委 員 石田 也寸志  愛媛大学医学部 小児科 

 委 員 石本 浩市  あけぼの小児クリニック 院長 

 副委員長 井上 富美子  菜の花会 代表 

 委員長 沖本 由理  千葉県こども病院 血液腫瘍科部長 

 副委員長  小俣 智子  小児がんネットワーク M N
みんな なかま

プロジェクト 代表 

 委 員 近藤 博子   財団法人がんの子供を守る会 理事 

 委 員 梶山 祥子  日本小児がん看護研究会 会長 

 監 事 中川原 章  千葉県がんセンター 研究局長 

 委 員 細谷 亮太  聖路加国際病院小児総合医療センター長 

 委 員 前田 美穂  日本医科大学付属病院 小児科 

 監 事  渡辺 和代  NPO 法人 アジア・チャイルドケア・リーグ 代表 
   


